
いのちとくらしを守る土砂災害対策を推進
「土砂災害防止
月間」に寄せて

国土交通大臣

赤羽　一嘉

６
月
は
　
　

土
　

砂
　

災
　

害
　

防
　

止
　

月
　

間

砂防カードで　
　減災意識向上
みんなで集めよう！

（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　６月１７日　（木曜日）

　今年も６月半ばとなり、土砂災害の危険性が一層高まる季節とな
りました。特に、今年は各地で記録的な早さで梅雨入りし、例年に
も増して大雨・長雨に対する早めの備えを行うことが重要です。
　国土交通省と都道府県では、土砂災害防止に対する国民の皆様の
ご理解を深めていただくため、毎年６月を「土砂災害防止月間」と
定め、全国各地で啓発活動や防災訓練等を実施しているところです。
新型コロナ感染症感染拡大防止の折、工夫しながらの活動に感謝申
し上げます。
　さて、昨年は、，件もの土砂災害が発生し、名の尊い人命
が犠牲となりました。特に令和２年７月豪雨では、土砂災害の発生
が全国府県に及び、平成年６月末の豪雨災害と並び、歴代で最
も多い都道府県で土砂災害が発生した極めて広域な災害となりまし
た。
　今後、気候変動の影響により、一層、頻発化・激甚化が懸念され
る土砂災害から国民の安全・安心を確保することは、国土交通行政
の重要な使命です。とりわけ、近年の土砂災害では、かけがえのな

い人命・財産が奪われるだけでなく、社会・経済活動を支えるイン
フラが被災し、復旧・復興が遅れるケースが目立っています。人命
や人家はもとより、地域の重要なインフラを保全する「いのちとく
らしを守る土砂災害対策」が重要です。このため、昨年　　月に
閣議決定された「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対
策」により、必要かつ十分な対策を強力に進めてまいります。
　国土交通省では、流域全体の関係者で治水対策を進める「流域治
水対策」へ大きく舵を切りました。流域治水の一角を担う砂防関係
事業においても、頻発する土砂・洪水氾濫や土砂とともに流出する
流木の対策などを関係省庁とも連携して強化してまいります。
　加えて、警戒避難などソフト対策の取り組みも重要です。今般の
災害対策基本法と土砂災害防止法の改正により、土砂災害警戒情報
による避難指示の発令を基本とするなど、避難の実効性を一層高め
ることとしました。土砂災害警戒情報の精度向上や、市町村長に対
する支援の強化と併せて、都道府県と連携して取組を進めてまいり
ます。
　引き続き、ハード・ソフト一体となった総合的な土砂災害対策に
取り組んでまいりますので、皆様のより一層の御支援と御協力をお
願いいたします。
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土砂災害防止月間　現　場　ピ　ッ　ク　ア　ッ　プ

関東地方整備局日光砂防事務所
Ｒ１滝向沢上流砂防堰堤工事　那須土木

関東地方整備局利根川水系砂防事務所
Ｒ１大笹上流第二床固工外工事　佐田建設

関東地方整備局利根川水系砂防事務所
Ｒ１濁川第二砂防堰堤工事、Ｒ２濁川第二砂防堰堤工事　守谷商会

東北地方整備局新庄河川事務所
寒河江川流域横岫沢砂防堰堤工事　泰昌建設

砂防事業最前線
過酷な条件に挑む人々

（９） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　６月１７日　（木曜日）
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急傾斜地での工事

不透過型重力式コンクリート砂防堰堤

品
質
管
理

安
全
対
策
を
徹
底

現場全景

施工の様子

　本工事は最上川水系直轄砂防事業の一環として、
寒河江川流域の流入支川である横岫沢において砂防
堰堤を整備するものです。
　砂防堰堤の構造は透過型で、堤長ｍ、堤高．
ｍとなります。本工事では昨年までに施工が完了
している右岸側堰堤や透過部での鋼製スリット組み
立てに続く形で、左岸側堰堤の構築や鋼製スリット
の現場塗装に取り組んでいます。現在は本堤工事の
着手に備え、年７月豪雨で被災した進入路とな
る管理用道路の復旧作業を急ピッチで進めていま
す。
　堤体は「ＩＮＳＥＭ―ＳＢウォール工法」と呼ぶ、
砂防ソイルセメントによる堤体内部材と工場製作さ
れた外部保護材を組み合わせた複合構造形式の工法
が採用されています。総ＩＮＳＥＭ量㎥の内、
本工事では㎥を打設しますが、現場内での混合
製造となります。安定した品質のＩＮＳＥＭを製造
するため、日々の品質管理を大事に施工を進めて行
くつもりです。
　これから梅雨の時期に入ってきますが、近年各地
で頻発しているゲリラ豪雨に備え、避難経路・場所
の確保や定期的な避難訓練、土石流センサーの設置
などを行い、作業員全員の安全管理にも万全の体制
で臨んでいます。無事故での工事完成を目標に、本
工事を早期に完成させ周辺地域の安心、安全な暮ら
しに貢献したいと考えています。

現場代理人・監理技術者
七戸　武志氏
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揮

砂
防
工
事
は
早
目
の
決
断
が
重
要

施工の状況

第二床固工全景

　年月の台風号は各地で甚大な被害をもた
らし、本工事が位置する群馬県嬬恋村大笹（長井川
原地区）でも土石流で建物２棟が流され、上流の国
道、下流では橋が崩落し、地域が一時孤立しました。
　本工事は河道に異常堆積した不安定土砂の再移動
を防止し、当該地域や下流域の土砂災害を解消して
流域の安全・安心を確保するため、砂防土工：掘削
３万，㎥、コンクリート擁壁工：高さ．ｍ、延
長ｍ、コンクリート，㎥、床固め本体工：高
さ．ｍ、延長．ｍ、コンクリート，㎥、垂
直壁工：高さ．ｍ、延長．ｍ、コンクリート
㎥、側壁工、水叩工、渓岸浸食対策工、根固め・水
制工、応急処理工、仮設工など河道の縦・横浸食防
止を進めています。
　上流で第一床固工事、下流では第三床固工事と工
事が連続し、施工が輻輳するため、施工者間で「大
笹上流床固協議会」を設置し、施工手順・工程・安
全の打ち合わせと情報共有を行い、工事の円滑な進
捗と安全確保に努めました。施工箇所近傍には民家
があり、住民の皆様へ工事進捗や砂防施設の説明を
行うことで、被災後の不安軽減に役立つよう、コミ
ュニケーションを大事にしてきました。地域の皆様
のご理解とご協力に深く感謝しております。
　砂防工事を進める上で、台風等の異常出水による
自然災害が最も恐ろしく危険であり、工程を大きく
左右します。出水期における施工は河川増水による
人的被害ゼロと物的被害の回避が必須で、気象情報
を把握し作業員および資機材の退避を確実に行うに
は、（たとえ空振りになろうとも）早目の決断が重
要です。

現場代理人
狩野　健一氏

現場全景

現場代理人の上林南帆氏
（右から２人目）と現場
スタッフ

　本年５月まで、同じ工事の右岸側の砂防堰堤工事
現場で係員を務めていました。本工事にあたる左岸
側において、初めて現場代理人を任されています。
　右岸での工事は、砂防堰堤工として掘削工：４万
，㎥、盛土工：２万，㎥、法面整形：，
㎡、コンクリート堰堤工、作業土工：一式、砂防ソ
イルセメント：２万，㎥、天端コンクリート：
㎥、仮設工一式の規模でした。
　現在は、左岸で第二砂防堰堤工として掘削及び床
掘：２万，㎥、盛土及び埋戻し：，㎥、法面
整形：，㎡、コンクリート堰堤工：砂防ソイル
セメント１万，㎥、天端コンクリート：㎥、
法面工：植生マット：，㎡、仮設工一式を担当
し、これから左岸側工事に本格的に着手します。
　不安はありますが、今まで学んだことを最大限に
発揮できるよう努め、安全第一を最優先に最後まで
無事故無災害で完工できるよう現場管理に努めま
す。

現場代理人
阿久津　隼人氏

監理技術者
諏合　俊弘氏

　この工事は、年９月の関東・東北豪雨で被害
が生じた日光市芹沢地区（五十里ダム北緯）に位置
し、芹沢地区で土石流のあった渓流全７沢のうち、
滝向沢の土砂災害防止工事です。既に砂防堰堤１基
と管理用道路が４割程度完了し、今回は２基目の砂
防堰堤と管理用道路を整備しています。
　管理用道路は帯鋼補強土壁（テールアルメ工法）を
完成させないと本工事に取り掛かれませんでした。
起終点の高低差が約ｍで平均％の急勾配とな
り、現場内は非常に狭く、資機材を置くスペースも
ありません。また、２軒の民家が施工箇所の見下げ
側に位置しており、転石の恐れを予想し、土砂留め
用の防護柵を設置してから着工しました。
　本体は鋼製堰堤本体工，㎥（高さ．ｍ袖部
含む）の不透過型重力式コンクリート砂防堰堤です。
まず、土砂掘削㎥を残土として外部搬出し堰堤
施工に入りました。設計外の変更内容が非常に多く、
提案、協議事項のスムーズなやりとりや、工事近隣
の第３者様との打合せ、コミュニケーションを大事
にしました。今年は雪が多く一日最大㎝の積雪。
冬期中は３日に１回は降雪がある山間部の厳しい条
件の施工で、作業員の方々のメンタルヘルスには十
分気をつかってきました。そして、作業員の皆様に
は本当に感謝しきれない思いでいっぱいです。提供国土交通省関東地方整備局河川部
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関東地方整備局富士川砂防事務所
Ｒ２内河内第五砂防堰堤工事　早野組

中部地方整備局天竜川上流河川事務所
令和２年度天竜川水系中田切砂防堰堤工事　ヤマウラ

中部地方整備局沼津河川国道事務所
令和２年度狩野川水系市山地区入洞沢第３砂防堰堤工事　土屋建設

九州地方整備局筑後川河川事務所
令和２年度乙石川左支渓砂防堰堤外工事　大豊実業

九州地方整備局熊本復興事務所
東下田川２砂防堰堤新設（３期）工事　藤本建設工業
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施工中の砂防堰堤本体工

大型土のうと裏込め材で地盤保護

監理技術者
荻島　章智氏

現場代理人
畠山　国彦氏

　年の記録的な降雨によって大きな被害をもた
らした「平成年７月九州北部豪雨」を踏まえ、筑
後川水系赤谷川に流入する乙石川において砂防堰堤
を築造する工事に取り組んでいます。大雨時の土砂
災害による被害を防止・軽減することによって下流
の人家など地域の安全を確保することを目的として
います。
　年４月から始まった工事は、砂防土工、コンク
リート堰堤工、鋼製堰堤工、構造物撤去工、仮設工、
応急処理工各一式。常時人体制で施工に当たって
います。５月下旬段階で進捗（しんちょく）率は．
％となっており、９月末の工期に向けて現地作業
が進められています。
　現場は施工ヤードが狭かったこともあり、現地発
生土を用いてヤード拡幅を行うことにより、スペー
スを確保して対応しています。また、九州地方整備
局管内の工事としては初めて、コンクリート二次製
品のダムウォール（砂防堰堤ウォール工法）を用い
て行っています。これにより、標準よりも２カ月以
上の工期短縮を図るなど、技術的な工夫を取り入れ
ています。
　６月は出水期での作業となりますので、気象状況
や地山の状態など細心の注意を払って工事を進めて
いかなければなりません。無災害での工事完了を目
指して引き続き安全施工に努めていきます。

砂防堰堤の施工状況

現場遠望

監理技術者
北野　吉徳氏

　年４月の熊本地震で、阿蘇山中央火口丘西側
に位置する夜峰山において、地震とその後の降雨に
より大規模な土砂移動が発生しました。東下田川２
渓流でも土砂移動が確認されており、斜面中腹に堆
積した不安定な土砂が上流域に大量に残存していま
す。これが出水時に土石流化すると、下流域にある
人家や国道の保全対象に甚大な被害を及ぼす危険性
があり、熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽地内におい
て、砂防堰堤を新設する工事が行われています。
　施工規模は砂防土工一式、基礎置換工，㎥、
堰堤工，㎥、コンクリート副堰堤工㎥。年
６月末の工期に向けて４月末に％、５月末には
％まで進捗しています。
　今回の工事は本堤掘削床堀からの施工となりまし
たが、出水時に想定される土石流災害の安全対策と
して、上流の渓流と周辺状況を調査した上でワイヤ
センサーを２カ所に設置しました。また、時間雨量
５㎜に達した時点で見張り人を配置し、時間雨量
㎜、連続雨量㎜で作業員が安全な場所に退避する
よう教育訓練を行い、全員に周知して施工に臨みま
した。
　土石流による労働災害防止を第一と考えており、
作業員が安全で安心して作業ができる環境作りに取
り組んでいます。地元住民の皆さんが安心して暮ら
せるよう、早期完成を目標にして残りの工期も無事
故無災害を目指していきます。

完成した第３砂防堰堤

崩落後の土留め状況

現場代理人・監理技術者
笹原　雅司氏

　本工事は入洞沢に計画される砂防堰堤４基のう
ち、第３砂防堰堤土工（掘削床掘り㎥、盛土
埋戻し㎥）、法面工、コンクリート堰堤工／第
４砂防堰堤土工、法面工、コンクリート堰堤工／
第４管理用道路を新設するもので、年６月に開
始しました。
　伊豆半島中部に分布する温泉余土と呼ばれる変質
凝灰岩は、空気や水に触れていない状態では強度の
ある岩盤ですが、一旦水を含むと膨張して粘土化し、
地盤強度の低下や地滑りを起こす原因となります。
今回の工事範囲にも温泉余土が分布し、昨年月に
第３堰堤工区前庭保護部分の床掘りで比較的浅い側
壁背面の一部地山が掘削から数日を経て崩壊しまし
た。
　直ちに対応策を発注者、設計コンサルタントと協
議し、コンクリート大型土のうを法面に当てるよう
積み立て、地山との間にコンクリートの裏込め材を
充てんして一体化させることにしました。過去に行
われた工事の記録も踏まえて立案したこの対応策を
実施した結果、新たな崩落もなく、前庭保護部分の
床掘りを完了。対応策の検討と実施に１カ月半ほど
を要しましたが、工程の見直しや施工の効率化を図
り、本年３月までの工期内に無事完成させることが
できました。
　自然が対象の土木工事ではさまざまな場面に遭遇
します。こうした時には現地の状況をよく確認し、迅
速にいくつかの対応策を立案することが重要です。
地域の人々の安全・安心を守る砂防工事に携われる
ことは、土木技術者として大きなやりがいを感じま
す。

完成写真（下流側から）

施工風景（上流側から）

現場代理人
祐源　剛氏

監理技術者
桑原　賢司氏

　本堰堤は、昭和初期に築造され完成後約年が経
過し老朽化した堤高４ｍ程度の不透過型砂防堰堤を
堤高．ｍの部分透過型砂防堰堤へ改築し、地域の
安心・安全を確保する施設です。年７月に着手
して３期にわたり工事を実施し、３期目の本工事は
コンクリート量約，㎥、鋼製スリット重量約
ｔ、左岸、右岸と瀬替えしての最終工事となります。
　工事は高所作業が大半を占めるため、作業員の転
落防止に対する安全対策を徹底しました。型枠組立
時の高所作業を出来る限り削減するため、大版型枠
と足場を地上部であらかじめ一体化（ユニット化）
し、架設組立てを行いました。鋼製スリット架設組
立時には、３次元ＣＡＤで事前シミュレーションを
行い、高所作業車で施工しました。
　従来の足場組立工法では、鋼製スリットの格子部
分を除いて足場を組み上げるため、墜落危険のリス
クがありましたが、そのリスクが解消されました。こ
れらの対策で安全性を大幅に向上させるとともに、
約２カ月の工程短縮が可能となりました。
　地域の方々、また発注者をはじめとする皆様のご
協力、ご尽力のおかげで５月末に無事、無事故竣工
できました。台風等による出水・土石流が発生した
場合でも地域の皆様が安心して生活できる堰堤を構
築でき、伊那谷地域の国土強靱化に少なからず貢献
できたと考えます。

空撮による現状把握

レーザー測量から土工事範囲の３Ｄ化

監理技術者
小林　和夫氏

　本工事は、富士川水系早川の右支に位置し、早川
流域内河内川で土砂流出を抑制するため、砂防堰堤
を整備する３期目の施工です。施工現場となる流域
は糸魚川―静岡構造線「フォッサマグマ地帯」に沿
って断層が分布しており、露出している地質は脆弱
な岩盤が剥き出しの荒廃地域。この一帯は現在も大
量の土砂を下流域に流出が続いています。
　今期の施工では本堰堤工と副堰堤工、水叩工とコ
ンクリート擁壁を施工しており、工事の殆どは、長
期に渡り河川内での作業です。地質は脆弱な岩盤で
降雨の度に崩壊が進んでいることから、崩壊による
危険個所の把握としてＩＣＴを率先し活用していま
す。
　ＵＡＶによる航空写真撮影を行い、降雨や降雪の
対比として異常の有無の確認をはじめ、高低差があ
る岩盤掘削を伴うため地形確認を含めた地上レー
ザー起工測量から３Ｄ化し、どのような現状や計画
図面との対比を行い把握に努めています。
　本堰堤工を含めたコンクリート打設規模は約，
㎥あり、このうち本堰堤工の打設量は約，㎥
で約％占めています。今後の施工は梅雨や台風時
期と重なり、出水期の施工となり土石流発生も危惧
されます。現場は山間僻地の狭隘な渓谷に位置して
いるため、土石流センサーを設置したほか、インター
ネットによる気象情報を早めに収集し仮設計画を行
っています。異常気象による突発的な豪雨に備えた
避難訓練を適宜に行い、パートナー会社とともに
日々の安全管理に妥協せず、指導の徹底を図り、無
事故・無災害で完成を最大の目標としています。提供国土交通省関東地方整備局河川部


